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履修科目の在り方に関する報告書の考え方:
協力者会議がめざしたもの

薬袋秀樹(筑波大学大学院教授)

はじめに

ここでは、今回のいわゆる司書科自の制定の基礎と

なった報告審『司書資格取得のために大学において題

修すべき密書館に関する科自の在り方について(報告)J

(これからの図番舘の在り方検討協力者会議、 2009年

3月)の基本的な考え方について述べる O この報告書

では、湾設資格を取得するために大学で履修する図書

館に関する科目(以下、隠修科目という)の在り方に

ついて検討している。なお、以下の意見は個人的見解

である Q

1.前審養成に関する議論の課題

司議養成に|鳴する議論を行うに当たっては、次の事

項の影響を考慮する必要がある O

• I盟議館情報学教育の諜程には、司書課程や専攻科な

ど、いくつかの種類があり、地域や大学の種類も含

めて、多様な状況にあるO

-図書館情報学教育には、その枠組みを構成する大学

教育一般や資格一般の制度や政策が影響する。大学

の経営状態も重要である。

-大学教員は、図書館情報学の研究者であるとともに、

可警護成の実施担当者でもある。図書館情報学教育

の多様な現実を反映して、様々な立場にある。

・大学教員の意見には、現状に基づく意見と改革を提

案する窓見があるため、それぞれを慎重に考慮する

必要がある。改革の提案については、その実現可能

性の詳細が重要である O

・大学教員の任務は教育だけではなく、特に研究時間

の確保が重要である。

-司議養成に図番館専門職、情報専門職一般の養成を

期待する横向がある。図書館法にもとづく司書養成

は、公共図番館の職員の養成をめざすものであり、
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その点に限界があるが、可能な範囲で対応すること

が考えられる O

これまでの密書館学情報教育の研究には、以上のよう

な現実的な観点が不足していたのではないだろうか。

これらの観点を含む図書館学情報教育に関する研究が

必要である。

2.協力者会議における議論の特徴

これからの図書館の在り方検討協力者会議での議論

には次のような特徴があった。これらの点を今後の議

論で活かすことが望まれるO

-求められているのは fこれからの図書館像』を実現

できる司書の養成である。履修科目を考える前提と

して、今後の図書館の在り方を示すビジョンが制定

されている点に注意する必要がある O この点が他の

団体による検討と大きく異なる点である O

-履修科目の制定の必要性については、近年あまり論

じられていなかったため、認識が不十分な傾向があ

り、この点、を改めて確認する必要があった。

-協力者会議の議題は、履修科iヨの検討であるO 当初は、

科目の検討よりも、図書館職員の制度全般に関する議

論が多くなりがちで、両者の区別が必要であった。

-図書館職員の制度全般~こついて、協力者会議で議論す

るためには、関係者の鰐で実質的な議論が行われてお

り、ある程度の結論が出ていることが必要であるO

・大学教員と図書館職員では、若干であるが、関心や

意見が異なり、補い合う関係にあるO 図書館職員の

意見を間く機会は少ないため、図書館職員の役割が

重要である O

・大学における開講単位数、演習科目の時間数等につ

いて、文部科学省によって、短期間で全国調査が行

われたため、実態を踏まえた検討を行うことができ

た。議論にはデータが必要である O

3.基本的な考え方

履修科目の検討過程では、次のような考え方が確認

され、それに基づいて、科目案が作成された。

・しばしば言及される「抜本的jな改革ではなく、漸



進的な改革の積み重ねをめざし、それを迅速に進め

ることをめざした。このため、科呂について、「一

定期間ごとに検討を行うJことを提案した。

・小手先の修正に終わらないように、まず必要な科~ . 

単位数を明らかlこし、その上で、当面必要な科目・

単位数を示すことにした。

・その結果、必然的に、履修科巨は、奇警としての学

習の最初の段階、「入門J段階として位置付けられ

ることになった。

-この結果、間警は、履修科目を学習した後、継続し

て学習を続けることが必要になった。この学習を

f司書の生涯学習」と1I手びたい。

・直接図書館に関する科目だけでなく、行政学、法学、

経済学、経営学等、その基礎となる科目の学習が必

要であることを示した。これらの科円を「基礎科学j

と11手びたし、

-図書館が扱う資料や情報の主題に関する知識、いわ

ゆる主題知識の学習が必要であることを示した。

・「基礎科学Jr主題知識Jn玄i書館情報学jを含めて、

全体として、図書館職員に必要な知識の体系をぷし、

履修科目以外は、継続して学習すべきものと捉えた0

・今後、検討が必要な課題として、次の事項を挙げた。

図書館関係者による検討が期待される O

-可書有資格者による生涯学習の実施

.図書館専門の専任教員の十分な確保

.担当教員に対する研修

.0]書養成体制の外部評価

・司書養成大学問の連撰・協力

・大学院での教育体制に関する関係者間での検討

-関係学会・団体による調査、関係者間での継続的

な議論

4. 科目の内容

科目案については、次のような点に配慮した。科患

の構成については省略する。

・従来不十分であった分野の科呂を設定し、既存科目

については単位の充実を図り、科活関の区分が明確

になるように努めた。

-ただし、どのように科目を区分しでも、科目隠には

関連が生じ、連携が必要になる。このため、担当教

員慌の連絡・調整が必要である。最初の科目で、必

要な専門用語の学習を行うことも考えられる。

-各講義科目には10項目、演習科目には 7項目の内容

を示し、欠誌と重複のない、相互関係が明確な学習

内容となるよう配践した。

. [""[習審舘概論jの内容が過重であるため、一部を他

の科目に移し、本質論に時間を害1]けるように配癒

した0

・各科目については、理論面の充実を図るため、最初

の部分で、できる限り盟論的な内容を含めるように

努めた。例は、「児童サービス論jの「発達と学習

におけ'る読者の役割Jである O

-他方、図書館の実務に必要な実践的なノウハウの知

識も含めるように努めた。例は、「図書jf館サービス

概論Jの円安j呂jである。

-公立図書鮪だけ-でなく、{自の隠揮の図書館に関する

知識も必要であるため、できる限り、その知識を含

めるように努めた。{列は「児]7~サービス ~ífuJ の「学

校、学校図書館の活動Jである。

-特に大きな変化が予想される科目については、新た

な変化に対応するための項目を設けた。例は、「図

書館情報技術論jの「最新の情報技術と図書館jで

ある 0

・f図書館制度・経営論」で、図書館関係法規等を充

実し、「生涯学習概論jで、教育関係法規、教育・

自治体行政関係を充実した。

. r図書館特論jは、 3科目に分けて選択科目の最初

に置き、各大学の ~1~111析で科目を設置しやすくし、

「総合演習J[""実習J等の科目を設け、多様な学習が

できるよう配慮:した。

-今後、さらに情報化の進展が予想される。その場合

には、「図書館」や「司書Jの概念、を、社会の変化

に合わせて徐々に変化させることによって対応する

ことができる O
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5.現職者の学習の課題

この報告の最も重要な点は、これまで不十分であっ

た現職者の学習の展望を明らかにし、そのための場を

提案したことである。今後、次のような課題が考えら

れる。

-特論科医では、必修科目を越える専門的な内容を取

り上げることができる。 2単位分よりも多く科目を

開講し、その科司を履修した場合は、科目の内容に

よって、履修科医を越えた学習、より「上級」の内

容の学習として位置付けることが考えられる。

・現職者の教育を進めるために、大学には、既存の授

業に現職者、社会人を受け入れること、現職者、社

会人向けの授業を行うことが期待されるO このため

に、県の図書館協会や近隣の大学との連携・協力が

考えられる O

・そのためには、図書館i職員と大学が、現職者教育の

ために、連機・協力して取り組むことが期待される O

6. 関係毘体の対応

関係|主体にはご協力いただき、大変感謝している O

図書-館学教育を発展させるには、関係団体の今後の努

力が必要であり、期待されている O

・日本図1書館協会図書館学教育部会については、全国

図書館大会の部会、研究築会、『会報』等によって、

その都度、報告や意見交換ができた点は効果的で、

大変ありがたかった。幹事会案について、もっと議

論が行われでもよかったと思われる O そのほか、今

後の諜題への取組みが期待される O

・日本図書館協会については、『図書館雑誌J誌上で、

報告ができた点は効果的であったが、図書館職員や

利用者を含めた、会員による広範な議論が行われな

かったことは大変残念で、あった。今後に期待したし、0

・全国公共図書館協議会については、全国各県の図書

館からの窓克の集約が行われ、非常に参考になり、

ありがたかった。全国図書館大会で、少数ではある

が、図欝掠職員の発言があり、大変参考になるとと

もに、科目案が評話されて、心強かった。

・科目の制定にi探しては、図書館利用者の声を聞く必
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要がある。全盟国書館大会の部会で、少数ではある

が、密書館利用者の発言が大変参考になり、科目案

が評価-されて心強かった。

・日本図書館情報学会については、教育部会とは異な

る立場からの取り組みが可能と思われるので、今後

の取組みを期待したい。

おわりに

今回の報告書で提案した奇書養成の新しい考え方を

活かすためには、図書館現場と大学との連携・協力が

必要である O その上で、関係団体や研究者が、必要な

事項について検討や調査を行ったり、ガイドラインを

作成したりすることが必要である。この点についての

取組みを期待したし」

科目の制定も重要であるが、図書館職員の養成につ

いて体系的な議論が行われて、多くの問題が提起され

た点が重要であるO その実現をめざすとともに、これ

を契機に図書館職員の養成について積極的な議論が期

待される O

このテーマに関して、筆者が執筆した『図書館雑誌』

『会報』の記事は、っくは、リポジトリで公開していま

すので、詳細はそちらをご覧くださし、

、1111111'¥1111111、 ご案内 '¥1111111、1111111、

2012年度総会・第 1Iヨ研究集会を次の通り、

IjfJ{-窪いたします。

日持:5月13日(自) 13時頃より

場所:三重県総合文化センター

(津駅よりパス 5分)

前日の日本図書館情報学会春季大会間接場所

である三重大学とは、最寄駅が同じです。この

機にあわせて、 奮ってご参加下さい。

内容等の詳細は、次号およびHPでお知らせ

します。
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